
没
理
想
論
争
注
釈
稿

(
十
三
)

〔抄
森
鴎
外
と
坪
内
遁
遁
に
よ
る
、
近
代
文
学
史
上
最
大
の
論
争
と
い
わ
れ
る

「
没
理
想
論
争
」
に
つ
い
て
の
注
釈
の
う
ち
、
鴎
外
の
迫
議
へ
の
論
難
で
あ

る
寸
早
稲
田
文
学
の
没
却
理
想
」
に
つ
い
て
の
注
釈
の
続
き
。
「
没
理
想
論

争
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
論
が
細

重量

部
の
読
み
の
共
通
理
解
の
上
で
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
い
え
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
机
上
の
空
論
に
な
り
か
ね
な
い
現
状
が
あ

る
。
ま
た
、
注
釈
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
語
釈
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、

視
点
も
個
別
作
家
の
文
学
論
と
し
て
の
見
方
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
語
句
の
注
釈
か
ら
出
発
し
て
、
解
釈
に
ま
で
踏
み
込

早
稲
田
文
学
の
没
却
理
想

没
却
理
想
は
一
に
没
理
想
と
い
ひ
、
一
に
不
見
理
想
と
い
ひ
、
一
に
如
是
理
想

本
来
空
と
い
ひ
、
一
に
平
等
理
想
と
い
ふ
。
其
要
は
理
想
を
没
却
し
埋
没
し
て
、

文
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坂

井

健

み
、
両
者
の
文
学
論
争
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

さ
ら
に
時
代
を
代
表
す
る
両
者
の
論
争
を
通
し
て
、
当
時
の
文
学
思
潮
を
探

り
、
論
争
の
文
学
史
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
、
寸
没
理
想

論
争
」
を
、
文
学
史
の
中
で
新
た
に
位
置
づ
け
す
る
こ
と
を
第
二
の
目
的
と

す
る
。
な
お
、
底
本
は
迫
這
選
集
、
お
よ
び
、
鴎
外
全
集
で
あ
り
、
初
出
と

照
合
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

没
理
想
、
森
鴎
外
、
坪
内
遁
遥

こ
れ
を
見
ざ
ら
む
と
し
、
衆
理
想
の
本
来
空
な
る
を
説
く
に
あ
り
と
い
ふ
。
こ
れ

を
説
く
も
の
は
誰
ぞ
。
時
文
評
論
の
記
者
遺
逼
子
な
り
。

迫
這
子
が
没
却
理
想
を
説
く
や
、

れ
が
立
脚
点
を
指
定
し
、

一
面
は
こ
れ
に
よ
り
て
造
化
に
対
す
る
お
の

一
面
は
こ
れ
に
よ
り
て
詩
文
に
対
す
る
お
の
れ
が
平
等

四



没
理
想
論
争
注
釈
稿
(
十
三
)
(
坂
井

健

見
を
護
持
す
。
か
な
た
は
一
派
の
形
而
上
論
な
り
。
こ
な
た
は
一
系
の
審
美
学
な

H
リ
ノ
。(

1
)
早
稲
田
文
学
の
没
却
理
想
・
『
し
が
ら
み
草
紙
』
三

O
号
、
明
治
二
五
年
三
月
六

巻
頭
に
「
山
一
房
論
文
其
十
一
」
「
山
房
論
文
其
十
二
」
と
し
て
掲
載
。
初
出
で

は
「
其
十
一
L

に
「
早
稲
田
文
学
第
八
号
ヘ
「
其
十
二
」
に
「
早
稲
田
文
学
第
九

号
及
十
号
」
の
注
が
付
い
て
い
る
。
前
半
四
分
の
一
程
ま
で
の
「
こ
れ
を
迫
迄
子

が
審
美
学
と
す
。
わ
れ
は
時
文
評
論
の
無
理
想
よ
り
立
て
来
り
た
る
審
美
学
の
果

実
を
見
る
べ
き
日
を
待
た
ん
の
み
。
」
ま
で
が
「
其
十
一
L

で
、
そ
れ
以
後
が
「
其

十
二
」
と
な
る
。
迫
盗
の
「
烏
有
先
生
に
答
ふ
」
は
(
一
)
、
(
二
)
が
『
早
稲

田
文
学
』
九
号
、
(
二
一
)
が
十
号
。
『
早
稲
田
文
学
』
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

は
、
寸
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
L

で
あ
る
の
で
、
「
山
房
論
文
其
十
ご
は
、
「
没

理
想
の
語
義
を
弁
ず
L

に
つ
い
て
の
反
論
、
其
十
二
は
、
「
烏
有
先
生
に
答
ふ
」
に

つ
い
て
の
反
論
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
没
却
理
懇
は
一
に
没
理
想
と
い
ひ
、
一
に
不
自
凡
理
想
と
い
ひ
・
「
没
理
想
の
語

義
を
弁
ず
」
に
、
「
我
が
謂
ふ
没
理
想
は
、
没
部
理
想
ま
た
は
不
見
理
想
の
両
義
を

含
め
り
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
治
這
は
鴎
外
の
指
摘
を
受
け
て
、
自
分
の
言
う

「
没
理
想
」
に
両
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、
形
而
上
的
な
存
在
で
あ
る
宇
宙
・

人
生
の
真
理
に
対
す
る
向
き
合
い
方
・
態
度
と
し
て
の
「
没
理
想
」
と
、
望
ま
し

い
文
芸
作
品
の
あ
り
方
・
特
徴
と
し
て
の
「
没
理
想
」
と
を
分
け
、
前
者
は
、
自

分
の
狭
い
考
え
方
に
固
執
せ
ず
、
自
由
な
心
を
も
っ
て
宇
宙
や
人
生
に
向
き
合
う

姿
勢
を
指
し
、
後
者
は
、
作
品
か
ら
作
者
の
人
生
観
を
付
度
し
が
た
い
よ
う
な
作

品
の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
読
者
の
読
み
取
り
よ
う
で
自
由
に
作
品
の
主
題
を
解

釈
で
き
る
よ
う
な
あ
り
方
を
指
す
も
の
と
し
た
。

(
3
)
如
是
理
想
本
来
空
と
い
ひ
・
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
に
「
没
理
想
と
い
ふ

語
は
(
略
)
更
に
換
言
す
れ
ば
如
是
理
想
本
来
空
の
意
な
り
。
夫
れ
然
り
、
大
思

想
家
の
理
想
す
ら
も
、
尚
ほ
且
つ
造
化
を
掩
ひ
尽
く
す
こ
と
能
は
ず
、
況
ん
や
、

庸
人
の
心
に
思
念
す
る
所
は
、
悉
皆
大
進
化
の
無
底
無
辺
の
洋
中
に
没
了
し
て
跡

無
し
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
治
議
は
、
宇
宙
・
人
生
の
真
理

と
い
う
も
の
が
、
証
洋
と
し
て
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
許
し
、
し
た
が
っ
て
、

四
回

人
智
に
よ
っ
て
は
捕
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
理
想
」

(
宇
宙
・
人
生
の
真
理
)
は
「
空
」
(
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
)
と
言
っ
た
の

で
あ
る
。

(
4
)
平
等
理
想
と
い
ふ
・
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
に
「
没
理
想
は
平
等
理
想
と

い
ふ
に
同
じ
。
我
は
万
理
想
の
中
に
就
い
て
、
其
差
別
を
捨
て
、
平
等
の
理
を
探

ら
ん
と
す
る
な
り
。
相
の
差
別
に
泥
ま
ざ
る
も
の
、
天
上
天
下
、
何
れ
の
処
に
か

敵
を
作
ら
ん
。
万
理
想
の
平
等
な
る
所
は
、
皆
我
友
な
れ
ば
な
り
。
理
の
差
別
を

崇
め
ざ
る
も
の
何
条
万
理
の
奴
と
な
ら
ん
。
我
が
主
は
初
め
よ
り
平
等
(
却
ち
唯

二
な
れ
ば
な
り
。
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
遣
準
は
、
有
限
の
人
聞
が
個
人
の
狭

い
経
験
に
基
づ
い
て
得
た
一
つ
の
人
生
観
に
固
執
す
る
こ
と
を
退
け
、
無
線
・
平

等
・
唯
一
の
宇
宙
・
自
然
の
本
質
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
よ
う
な

姿
勢
は
、
鴎
外
の
批
判
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。

(5)
か
な
た
は
一
派
の
形
而
上
論
な
り
。
ニ
な
た
は
一
系
の
審
奨
学
な
リ
・
迫
逢
が

「
没
理
想
」
に
つ
い
て
「
造
化
に
対
し
て
用
ふ
る
と
詩
文
に
対
し
て
用
ふ
る
と
の

聞
に
、
本
意
に
於
て
別
を
立
て
た
り
」
と
し
て
、
「
没
理
想
」
の
両
義
を
説
明
し
直

し
た
の
を
受
け
て
、
言
い
直
し
た
も
の
。
注

(
2
)
参
照
。

迫
遁
子
が
形
而
上
論
は
い
か
に
。

遣
遺
子
は
理
想
を
没
却
せ
し
む
と
い
ふ
。
さ
ら
ば
そ
の
没
却
せ
む
と
す
る
理
想

と
は
何
物
ぞ
。
答
へ
て
い
は
く
。
個
々
の
小
理
想
家
、
個
々
の
庸
人
、
若
く
は
世

の
見
て
大
理
想
家
と
な
せ
る
思
索
家
が
断
じ
て
、
造
化
の
心
、
造
化
の
極
致
と
定

か
〉
る
衆
理
想
の
没
却
せ
ら
る
〉
こ
と
を
ば
、
無
理
想

と
い
ひ
て
も
さ
し
支
へ
な
し
と
。

め
た
る
も
の
〉
名
な
り
。

さ
ら
ば
何
者
か
他
の
衆
理
想
を
没
却
す
る
。
答
へ
て
い
は
く
。
今
人
の
智
の
及

ぶ
限
に
て
は
、
無
底
無
辺
無
究
無
限
の
絶
対
な
り
。
こ
の
絶
対
は
即
ち
造
化
に
し

て
、
其
名
を
没
却
理
想
と
す
と
。

さ
ら
ば
墳
逼
子
が
絶
対
は
い
か
に
し
て
か
他
の
衆
理
想
を
没
却
す
る
。
答
え
へ



て
い
は
く
。
衆
理
想
は
皆
是
な
り
。
是
れ
絶
対
は
之
を
納
る
る
を
以
て
な
り
。
選

遁
子
は
是
な
り
と
雄
も
之
を
崇
め
ず
。
之
を
以
て
衆
理
想
の
奴
と
な
る
こ
と
な
し
。

衆
理
想
は
皆
非
な
り
。
是
れ
絶
対
は
い
づ
れ
の
理
想
に
も
掩
は
れ
ざ
る
を
以
て
な

り
。
誼
蓮
子
は
非
な
り
と
し
て
こ
れ
に
泥
ま
ず
。
聞
疋
を
以
て
衆
理
想
の
敵
と
な
る

こ
と
な
し
。
衆
理
想
は
即
ち
差
別
相
に
し
て
、
没
却
理
想
は
即
ち
唯
一
相
、
平
等

相
な
り
と
。

(
6
)
無
理
想
と
い
ひ
て
も
さ
し
支
へ
な
し
と
・
た
だ
し
、
遁
遁
は
「
我
が
旨
は
理
想

絶
無
、
本
来
無
理
想
と
い
ふ
と
は
お
の
づ
か
ら
別
あ
り
。
」
と
断
わ
り
を
付
け
て
い

る
。
迫
這
は
、
形
而
上
的
存
在
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
解
釈
多

様
性
を
強
調
し
、
一
つ
に
規
定
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
(
3
)

参
照
。

(
7
)
衆
理
想
は
皆
是
な
り
・
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
に
「
皆
是
な
り
と
は
、
皆

此
の
無
限
無
底
的
の
中
に
没
す
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
治
遥
は
、
宇

宙
・
人
生
の
真
理
に
対
す
る
解
釈
は
多
様
な
も
の
で
あ
っ
て
、
規
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
、
個
々
の
人
聞
の
抱
く
字
宙
・
人
生
に
対
す
る
解
釈
は
、

ど
れ
も
間
違
っ
た
も
の
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
考
え
た
。

(8)
衆
理
想
は
皆
非
な
り
・
「
没
理
想
の
語
義
を
弁
ず
」
に
「
皆
非
な
り
と
は
、
皆

此
の
無
限
無
底
的
を
掩
ひ
尽
く
す
能
は
，
さ
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
の
を
受
け
る
。
迫

洛
は
、
宇
宙
・
人
生
の
真
理
に
対
す
る
解
釈
は
多
様
な
も
の
で
あ
っ
て
、
規
定
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
間
の
一
つ
の
解
釈
を
も
っ
て

し
で
も
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
考
え
た
。

お
も
し
ろ
き
か
な
遣
遺
子
が
言
。
そ
の
人
々
の
写
象
中
な
る
衆
多
を
し
て
本
来

空
に
帰
せ
し
め
た
る
は
パ
ル
メ
ニ
デ
エ
ス
に
や
似
た
ら
む
。
そ
の
人
々
の
理
性
を

衆
多
に
属
せ
し
め
て
、
こ
の
差
別
相
に
対
す
る
平
等
相
を
立
て
た
る
は
プ
ロ
チ
ヌ

ス
に
や
似
た
ら
む
。
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(
9
)
人
々
の
写
象
中
な
る
衆
多
を
し
て
本
来
に
帰
せ
し
め
た
る
は
パ
ル
メ
ニ
デ
エ
ス

に
や
似
た
ら
む
・
鴎
外
が
西
洋
哲
学
史
の
勉
強
の
た
め
に
愛
読
し
た
シ
ュ
ベ

i
グ

ラ
l
の
『
西
洋
哲
学
史
』
(
訳
文
は
岩
波
文
庫
版
、
谷
川
徹
一
二
、
松
村
一
人
訳
『
西

洋
哲
学
史
』
一
九
五
八
年
改
版
、
原
文
は
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
鴎
外
手
沢
本

に
よ
る
。
)
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
(
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
)
「
純
粋
な
有
に
向
け
ら

れ
た
純
粋
な
思
考
を
、
現
象
の
多
様
性
と
変
化
と
に
か
ん
す
る
当
て
に
な
ら
ぬ
諸

表
象
に
対
立
さ
せ
て
、
唯
一
の
真
実
で
確
か
な
認
識
と
名
づ
け
、
死
す
べ
き
者
が

真
理
と
考
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
生
滅
、
個
物
、
場
所
の
変
化
、
性
状
の
変
転
な

ど
は
迷
妄
に
過
ぎ
な
い
と
断
定
し
て
い
る
。
」
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m円
P
F町
民
間
可

mS凡な
M
O』守』ザ柏町(∞

E
2
Eユ

H

∞∞吋

同
よ
吋
)
な
お
、
鴎
外
手
沢
本
の
当
該
ぺ

1
ジ
、
す
な
わ
ち
原
本
一
七
ペ
ー
ジ
下
段
欄

外
に
(
〉
ロ
2
ω
包
ロ
ヲ

u
g
〉
宮
。

-E巾
ニ
ヨ
セ
タ
ル
点
ニ
於
テ
遣
温
子
似
」
と

の
国
間
外
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
。
同
閣
外
が
、
遺
迄
を
批
判
す
る
に
あ
た
っ
て
、

本
書
を
読
み
直
し
、
根
拠
を
探
し
て
い
た
跡
が
う
か
が
え
る
。
迫
進
の
論
の
中
に
、

安
易
に
超
越
的
存
在
を
重
視
し
、
現
象
世
界
の
認
識
を
軽
ん
じ
よ
う
と
す
る
面
を

見
い
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
そ
の
人
々
の
理
性
を
衆
多
に
属
せ
し
め
て
、
ニ
の
差
別
相
に
対
す
る
平
等
相
を

立
て
た
る
は
プ
ロ
チ
ヌ
ス
に
や
似
た
ら
む
・
『
西
洋
哲
学
史
』
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス

の
主
張
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
真
な
る
も
の
の
認
識
は
、
論
証
に

よ
っ
て
も
そ
の
他
い
か
な
る
媒
介
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
な
い
。
ぞ
れ
は
、
対
象
が

認
識
す
る
者
の
外
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
仕
方
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
認

識
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
も
の
と
の
差
別
が
ま
っ
た
く
な
く
な
る
よ
う
な
仕
方

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
こ
の
認
識
は
理
性
の
自
己
直
観
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ

四
五
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Die erkenntnis des Wahren， behauptet Plotin， wird nicht durch 

Beweis gewonnen， noch durch irgend eine Vermittlung， nicht so， 

dass die Gegenstande ausserhalb des Erkennenden bleiben， sondern 

gjK 

so， dass alle Verscheindenheit zwischen Erkennendem und 

Erkanntem aushりrt; sie ist ein Schauen der Vemunft in sich 

selbst; nicht wir schauen die Vernunft， sondern die Vernunft 

schaut sich; auf andere Weise kann man nicht zu ihrer Erkenntnis 

kommen. Ja auch uber dieses vernunftige Anschauen， innerhalb 

dessen Subjekt und Objekt einander noch als Getrennte gegenuber. 

stehen， mUssen wir hinaus; die hochste Stufe des Erkennens ist ein 

Schauen des Hochsten， des Einen Prinzips der Dinge， in welchem 

alle Trennung zwischen ihm und der Seele aufhort， die Seele in 

reiner VerzUckung des Absolute selbst beruhrt， sich von ihm erfUllt 

und er¥euchtet fuhlt. 1st jemand zu dieser wahrhaften Einigung mit 

dem GottJichen gelangt， so verachtet er selbst das reine Denken， 

welches er sonst liebte， weil doch dieses Denken nur eine 

Bewegung war， eine Differenz， zwischen dem Schallenden und 

Geschauten voraussetzte. Die mystische Versenkung in die Gottheit 

oder das Eins (εリ， dieses Sichhinschwindeln ins Absolllte ist es， 

was dem Nellplatonisumus gegenUber von dem acht=griechischen 

Systemem der Philosopie einen so eigentumlichen Karakter giebt 

/b. Die Kosmischen Prinzipien. 1m engsten Zusammenhang mit 

dieser Ekstasentheorie der Neuplatoni主ersteht ihre Lehre von drei 

kosmischen Prinzipien， Zu den zwei， allch schon bisher angenom. 

menen kosmischen Prinzipien der(Welt二) Seele und (Welt'-) Er. 

nunft fugten sie noch ein drittes hoheres Prinzip， als letzte Einheit 

aller Unterschiede und Gegensatze， in weicher eben darum， damit 

sie dies sein konne， aller Unterschied allfgehoben sein muss zur 

reinen Einsachheit des Wes巴ns.Die Vernunft ist dieses Einfache 

nicht， da in ihr der Gegensatz des Denkenden， des Denkens llnd des 

Gedachten und die Bewegung vom Ersten Zllm Letzten ist， die Ver. 

IlUnft gehδrt zum Vielsachendem Vielsachen aber muss das Ein. 

sache vorangehen als sein Prinziep; es mllSS daher， wenn es eine 
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